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1年間ありがとうございました 
★24日（月）修了式を無事終えることができました 

 今年度最終日は最高気温が 20℃を超える暖かい日となりました。ジェッ 

トヒーター等で事前に体育館内を温めることもなく、皆で落ち着いて修了式 

を行うことができて本当によかったです。 

 5年生から順に修了証を授与しましたが、ステージ上の代表の子だけでは 

なく、フロアに立っているほかの子供たちも、きびきびと起立し、姿勢を正 

し礼をする、その姿は実に素晴らしいものでした。卒業式での学習がよく生かされていたと感じました。 

校長の話としては、T・エジソンの言葉「失敗したのではない、勉強したのだ」を紹介し、失敗から学

ぶことがある、失敗から自分の成長へとつなげることができると伝えました。エジソンは言わずと知れた

大発明家ですが、一つの発明にたどり着くまでに 2万回も失敗したこともあるのだとか。「失敗したので

は～」の言葉は負け惜しみではなく、「この失敗によって、この方法では上手くいかないということが分

かったのだ」という率直な思いから生まれた言葉なのだろうと思います。 

子供たちにとっての「失敗」はどうでしょう。人前で大恥をかくような失敗はさほどないとは思います

が、たとえば「ちょっと軽い気持ちで友達をからかったつもりだったのに大泣きされた、いじめたように

受け取られてしまった」とか、「わくスタノートがもう少しで 7冊だったのに達成できず賞状をもらえな

かった」、中距離走記録会や縄跳び大会で入賞できず「こんなことならもう少ししっかりと練習しておけ

ばよかった」など、自分が思ったような結果にはならなかったことは多々あるのではないかと思います。

ただ、「失敗は勉強」「失敗して成長できる」と考えれば、1年間のそれぞれの体験を前向きに捉えるこ

とができるはずです。 

もちろん、同じような失敗は何回も繰り返しはしたくないものです。学 

年が一つ上がる 4月からは、より納得できる新しい 1年を！ 「そのため 

に春休みという助走期間を大切にしてください」とも付け加えました。 

さて、この話にはオチがつきました。修了式の後、春休みの過ごし方の 

の話で、担当の坪野先生が「ひみこのふしんせん」：ひ（火）・み（水）・ 

こ（交通安全）・ふしん（不審者・不審電話）・せん（線路）に気を付け 

てほしいと、子供たちに分かりやすく話をしたときのこと。「校長先生は 

どんどん失敗して学んでほしいと言われましたが、命は一つ。失敗できません！」 確かにそのとおりで

す。失敗も勉強も「命あってこそ」のものですね。まずは自分の命を大切に、楽しい春休みを過ごしてく

ださい。 

 修了式の後は、各教室で担任の先生から 

「のびゆく子」と修了証をもらったり、教 

室内の整理整とんをしたりして、それぞれ 

れの学級じまいを行いました。 

1～３年生が下校した後、新年度に向け 

て４・5 

年生が教 

職員と共に校内の片付けをしました。教室や玄関を掃除し直し、ストー 

ブやその付属品等もすっかり片付きました。子供たちは本当によく働い 

てくれました。 

 この 1年間は、校舎外壁の大規模改修工事等があった中でも、明るく 

のびのびと過ごした子供たちの笑顔がたくさん見られた幸せな 1年間で 

した。皆様、本当にありがとうございました。 
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サケの稚魚を飯沢川に放流しました 

 平成 7年度から毎年行っているサケの稚魚の飼育と放流学習。今年も、5年生が育てた稚魚を 21日

（金）に放流できました。全校での放流の様子と 5年生から 4年生への引き継ぎ会の様子の詳細は学校

HPをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
3名の教職員が異動いたします  
★わかば級担任 寺﨑健太郎先生 →中央小学校へ 

 村椿小学校には通算で 12年間勤務し、今年度は「わかば級」担任、環境教育 

（花壇、リサイクル）、ボランティア活動、行事でのピアノ伴奏等を担当されま 

した。趣味・特技を生かし、休み時間にはピアノや弦楽器のミニコンサートを開 

いたり卓球を楽しんだりして、子供たちと大いにふれあっておられました。 

 教師生活の約 3 分の 1 を村椿小学校で過ごすことができ、たくさん学ばせて 

いただきました。お世話になった方々には感謝の一言です。子供たちには、こ 

れからも人のいいところを見つけて自分に生かしていってほしいです。 

★事務 室めぐみさん →若栗小学校へ 

村椿小学校には 3年間勤務し、児童集金業務、備品・消耗品等の管理や購入、 

教職員の出張旅費や給与事務等、会計・庶務全般を担当されました。明るくさっ 

ぱりとした性格で、楽しそうに仕事をしておられる姿が印象的でした。校長杯計 

算大会や毎月の短歌にも進んで参加してくださる行動派で、私としてもとても嬉 

しかったです。 

村椿小学校の先生方にも子供たちにもよく関わってもらい、この 3 年間本当に 

楽しかったです。皆さんありがとうございました。 

★校務助手 村井久留美さん →明峰中学校へ 

 村椿小学校に 2年間勤務し、学校内外の環境整備や文書の印刷、給食業務、市 

教委や金融機関への外回り等、さまざまな業務を幅広く担当されました。きびき 

びと身体を動かし、早くて正確な仕事ぶりでした。子供たちにもよく慕われてい 

ました。 

村椿小学校は楽しくて働きやすい学校でした。もう少しここで勤務できるかと 

思っていたので、異動は悲しいですが、明峰中学校でも頑張ります。皆さんもお元気で。 

＜おまけのひとりごと＞ この「校長室だより」にたどりついてくださった皆様、ようこそいらっしゃいました！ 修了式の様子と
先週末のサケの放流（今年度は特に年度末ギリギリの時期となりました）のことを取り上げ、皆様にお知らせしたかったのと、年度
末で他校への異動となった 3 名の方についてお伝えしたかった（離任式の代わりとして）ので、今年度最終号をホームページ版のみ
ですが発行することにしました。皆様、この１年間のご愛読、ありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

発眼卵から育てたサケの稚魚、かわいいです 

放流の方法について５年生が説明しました 稚魚のカップを大切に運ぶぞ～！ 

「とい」に、そおっと流して･･･ 
稚魚が見えるかな？ 元気に育ってね！ 


